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１．はじめに・緒言・研究の背景など 
（1）スポーツ基本計画には、「できるかぎり早期に、成人の週 1 回以上のスポーツ実

施率が３人に 2 人（65％程度）、週３回以上のスポーツ実施率が３人に１人（30％程

度）となることを目標とする。」とある。（スポーツ基本計画前文）しかしながら、下の

図 1 で示すように、週 1 回以上の 20 歳代が 34.5％と 18.19 歳に比べ 49.8％の実施率

と比べて約 15％も低くなっている。そこで、20 歳代からのスポーツ実施率の人口を増

加させるために、近々開催される「2019 年ラグビーワールドカップ」「2020 年東京オ

リンピック」「2021 年関西ワールドマスターズゲームズ」3 つのスポーツイベントの

中で最も“見るスポーツ”から“するスポーツ”にしやすく、そして一般の方でも気軽

に参加できる「2021 年関西ワールドマスターズゲームズ」の認知度、参加率を向上さ

せることによって、日本の成人（特に 20～30 歳代）のスポーツ実施率の向上に一部貢

献したい。 

 
図 1 スポーツの実施状況に関する世論調査(平成 28 年度) 



 

（2）関西ワールドマスターズゲームズについての現状と課題 
ワールドマスターズゲームズ 2021 関西の大会概要について 2019 年 2020 年 2021 年

の 3 年をゴールデンイヤーと呼ばれている。図 2 より 2019 年ラグビーワールドカッ

プの認知度は 59.0％、2020 年東京オリンピックは、99.0％パラリンピックは、91.0％
と高い数値を出しているが 2021 年関西ワールドマスターズゲームズは、11.6％であり

大会の中ではもっとも低い。(龍谷大社会学部の久保和之准教授の調査より 2017 年 02
月 19 日) 
よりその認知度が低い中どのようにアプローチをかけ認知度を上げるかが課題となっ

ている。また、国外参加者数：20,000 人、国内参加者数：30,000 人とし合計で 50,000
人と設定しているが図 3 の過去のイタリアを例に挙げてみると達成するのが困難と推

測できる。 

図 2 各大会における認知度について 

図 3 過去大会のイタリア参加者傾向 

２．研究の方法・結果 
（1）関西ワールドマスターズゲームズ事務所にインタビュー 
訪問先及び対象：大阪市中之島 6-2-27 中之島センタービル 23 階，役員Ａ氏・Ｂ氏 



 

時期：2017 年 8 月 4 日(金) 
方法：半構造化インタビュー調査 
（2）インタビュー結果 
ア．2021 年関西ワールドマスターズゲームズの大会における大学生の役割や求めてい

るものは、ボランティア人材の育成、大会を活用した学習機会の提供、ワールドマス

ターズゲームズ 2021 年関西に付随するビジネスを担う人材の育成に力を入れている。 
イ．若者へのアピールが少ない理由として、ワールドマスターズゲームズは「マスタ

ー」と呼ばれており多くの世代の方から熟練者やお金持ちのためのスポーツととらえ

られてしまうこと。 
ウ．2021 年関西ワールドマスターズゲームズの認知度が低く、2020 年に行われる東

京オリンピックの波に乗れるかという課題をクリアすることが困難 
 
３．まとめ・考察・提言など 
（1）考察 
我々は現地における先行研究及びインタビュー調査から、課題となる 3 つの要素を解

決することが重要だと考えた。①20 代から 40 代にかけてのスポーツ実施率の低さ②

50000 人の目標設定を行う上での認知度の低さ③参加年齢に達していない人への働き

かけが、「する」「見る」ではなく「支えるスポーツ」としてしか関わることが出来ない

こと。 
（2）提言 
ア．ＳＮＳを利用した、割引などのキャンペーン実施 
Instagram の特徴を活かした 3 つのキャンペーンを行う。①若い世代に関西ワールド

マスターズゲームズをフォローするように工夫する必要があるためプレゼントキャン

ペーンの実施。利点として応募が気軽であることと、わかりやすいハッシュタグで、

ユーザー間の拡散を狙う。②特定の写真投稿やリグラムキャンペーンの実施。テーマ

に沿った写真をハッシュタグ付きでユーザーに投稿してもらい、その中から優れた作

品を企業側がリポストするキャンペーン。リグラムされたユーザーは「より多くの人

にみてもらいたい」という願望が満たされるコミュニティや投稿を活性化させる仕組

みを利用し、多くの人に見てもらう機会を作る。③来店促進キャンペーンＳＮＳから

実際に現地訪問を促すキャンペーン。現地に足を運んでもらうきっかけを提供するこ

とによりユーザーの投稿でリアルな様子が拡散され実際に観客として「みる」スポー

ツとして体験してもらう。 
イ．「ささえる」スポーツだけでなく「見る」「する」スポーツに 
「マスターズ」のイメージを取り払うような政策が必要。観戦に来た、29 歳までに事

前キャンプでスポーツを実際に体験してもらう。また、ワールドマスターズゲームズ

参加者と学生との交流の場としても活用し、各種競技会場を大会一週間前（事前キャ



 

ンプ）と大会後３日程度を利用可能にして、大会参加者が試合前に練習・調整するこ

とができるようにする。行ったことのない競技に興味のある学生たちが実際に競技体

験でき、国際交流の場となるチャンス。 
（3）まとめ 
この提言により、ワールドマスターズ 2021 関西参加目標数として設定されている目

標人数 50000 人達成を目指すため多くの人が使用している Instagram により広告活

動を行う。そして、Instagram を使うことによって 20 歳代の更なる情報発信が期待で

きる。また、関西ワールドマスターズゲームズの若者への認知度が上昇することに対

しての、次の大会の参加者として出場するきっかけの場となり、次世代と言われる 20
歳代もスポーツに触れる機会の提供の場となる。このことからワールドマスターズゲ

ームズ 2021 関西を「見るスポーツ」から「するスポーツ」にすることによって、将来

的に成人の週 1 回以上のスポーツ実施率の増加に期待したい。 
 
注 1）『Instagram』は、写真を撮って、加工して、『Twitter』や『Facebook』などの

SNS で共有する、というスタイルを確立させたと言っても過言ではない、全世界で 1
億 3,000 万ものユーザーが利用している写真共有サービスの最大手です。 
 
注 2）シェアをすることによって情報を拡散すること 
インスタグラムでの他の人の投稿を、ツイッターやフェイスブックでリツイートやシ

ェアをするのと同様に、タイムライン上に再投稿する方法。 
タイムラインで見た他人の投稿をフォロワーにも見てもらいたい場合、このリグラム

をすることでフォロワーのタイムラインにもその投稿が現れる。 
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